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 提出書類の「県税に未納がないこと」を証明する納税
証明書は応募日以前3 ヶ月以内であれば写しでもよろし
いか。もしくは原本での提出が必要か。

 原則，原本での提出をお願いします。
 写しの提出を希望する場合は，原本持参または郵送
し，当局で確認後，原本を返却いたしますので，その旨
お知らせください。

 （様式5）業務実績書の【注意】に記載されている「２
自社で企画・実施した事業の過去５年程度の実績を記載
してください。」は必須か。「１ 国又は地方公共団体等
（公益法人等を含む）からの受託実績は必ず記載してく
ださい。」のみの記載でも良いか。

 必須ではありませんが，実績は企画審査において参考
とする内容であるため，記載については，貴社にてご判
断ください。

 基本的には提供する方向で想定しています。
 提供する写真がないなどの施設は，撮影いただくこと
となります。

 仕様書に「施設周辺の観光スポット、食等を紹介す
る」とありますが，こちらも別途取材することを求めら
れているのか。それとも，観光スポット，食については
既存データを貴局もしくは行政市町から提供いただき，
ガイドブックに反映させるということでよろしいか。

 観光スポット，食等の紹介について，別途取材は求め
ていません。
 県や当局が持っているデータについては，提供が可能
です。管内市町からのデータ提供は，調整を行う必要が
あります。

 ワーケーションガイドブックの仕様は，冊子であるこ
とが前提でしょうか。もしくは提案の内容次第では冊子
に限らず，折りなどでも良いでしょうか。

 冊子での作成を想定しておりますが，折りでの作成を
否定するものではありません。

 特集ページにて紹介するワーケーション施設10箇所の
候補地を教えてください。

 現在検討中であるため，参考としていくつか例示いた
します。（例：ユクサおおすみ海の学校，リナシティ鹿
屋，地域活性化センター神川，ＪＴＢ大崎サテライトオ
フィスなど）

 施設紹介記事に付随する施設の簡易データおよび写真
の提供を想定されていらっしゃいますか。複数枚写真を
掲載する場合，季節等の縛りもあり，すべてを新たに撮
影するのは難しいと考えています。

 項目は，施設名，施設概要，施設タイプ（コワーキン
グスペースやサテライトオフィスなど），住所，電話番
号，営業時間，料金，ＱＲコード（HPリンク）等を想定
しております。
 その他，構成やデザイン等作成する上で，効果的な項
目，ポイント等提案いただけたらと思います。

「大隅ワーケーションガイドブック作成」業務委託事業者の募集への質問に対する回答について

令和６年６月18日

鹿児島県大隅地域振興局
総務企画部総務企画課

回答

 ガイドブック導入部分，ワーケーションの良さなどを
まとめたページがあると，より魅力的と考えます。予算
内にて，効果的なガイドブックのご提案をお待ちしてお
ります。

 紹介ページの大きさはA４サイズ１ページ，全体のペー
ジ数は20ページほどを想定しておりますが，他にサイ
ズ，ページ数の提案があればその限りでありません。

 各施設取材において，貴局が求めるポイントや項目に
ついては貴局から示されるものか，受託者において提案
すべきものか，ご教示ください。

質問内容

 各施設紹介のページに先立ち，ガイドブックの導入と
なるワーケーションの良さやおすすめポイントをまとめ
たページを別途作成する必要があるか。

 貴局で想定している１施設あたりの紹介ページの大き
さとページ数をご教示ください。
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 （様式5）業務実績書の【注意】に記載されている「３
契約（１件）が確認できる書類（契約書等の該当ページ
の写し）を添付してください。」は業務実績に記載した
もののうち1 件を選出し，その契約書の写しを添付する
認識で良いか。

 ご認識のとおりです。

 発行されたガイドブックの配布方法や設置場所，用途
をご教示ください。

 ワーケーション施設リストは，提供していただけるの
か。

 企画提案選考委員会では，企画提案者によるプレゼン
テーションを行うということで良いか。

 受託者決定後，当局で作成したリストを提供いたしま
す。

 企画提案者によるプレゼンテーションは実施しませ
ん。
 令和６年７月３日〜５日にかけて当局内で書類審査を
行います。

・設置場所は，ふるさと回帰支援センター，移住・交流
情報ガーデン，県外の鹿児島県事務所，大隅地域振興局
管内ワーケーション施設等に広く配布することを想定し
ております。
・配布方法は，当局で送付もしくは持参することを想定
しております。
・用途は，イベントや相談時等で大隅地域の魅力発信の
ツールとして使用することを想定しております。

 貴局がガイドブックを通じて，最も伝えたい「大隅地
域でのワーケーションの魅力」はどのような点か。

 ガイドブック（ワーケーション）を通じて，大隅地域
をまずは知ってもらうこと，あわせて大隅地域固有の
食，自然，環境など多彩な魅力とワーケーション施設を
掛け合わせることで非日常，癒し，地域との交流などが
魅力と考えております。
 貴社にて，大隅地域でワーケーションを行う魅力のご
提案をお願いします。

 個人向け（移住者の増加），法人向け（企業合宿）の
２つの対象があるが，大隅地域のワーケーションを推進
するにあたり，両面対応するものを作成するのか。個人
に絞った提案でも良いか。

 両面対応するものが望ましいです。
 今回作成するガイドブックは，個人よりも法人向け
（企業合宿）の推進をメインに考えております。魅力あ
るご提案をお願いします。


